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柳原地区 
防災まちづくり計画 

地区の防災まちづくり方針 

柳原らしさを活かした、 

誰もが安心して生活できるまち 

（案） 

出典：国土地理院の基盤地図情報を加工して作成 
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１ まちの位置と現状 

（１）柳原一丁目及び二丁目（河川敷を除く）の

区域からなる約２５.９haの区域を「柳原地

区」と称します。 

（２）当地区は、北千住駅から東に約０.５kmに

位置し、南西には牛田駅（東武スカイツリー

ライン）と京成関屋駅（京成本線）に近接し、

東側は荒川に接する区域です。 

（３）複数の駅が徒歩圏内と利便性が高く、商店

街など古くからの良好なコミュニティが形

成されています。 

（４）老朽家屋が密集し、狭い道路が多く存在

する区域が広がっています。 

（５）公園等の空地が少ないため、災害時の避難

や火災延焼防止機能が期待できません。 

２ まちの課題 

（１）燃えやすい建物が多く残っている

ア 令和３年度現在、当地区には建物が

１，９８９棟あり、そのうち耐火性能が低い建

物は全体の約６４％の１,２６７棟（木造  

１２０棟、防火構造１,１４７棟）となってい

ます。 

イ その後も建替えが進んでいますが、依然

として耐火性能が低い建物が多いエリアが

存在し、公園などのオープンスペースも不

足しているため、火災が発生した場合、燃え

広がる危険性が高い状況にあります。 

建物の構造別の現況図（平成２８年土地利用現況調査から更新） 



2 

（２）道路が狭い（幅４ｍ未満の道路が多い） 

ア 地区の外周にあたる道路幅は６ｍ近く確保

されていますが、それ以外の道路は幅４ｍ未

満の道路が多く、消防活動や避難行動に支障

をきたします。 

イ 道路幅が６ｍある場合には、震災時におい

て塀の倒壊や建物からの落下物で両側が１ｍ

ずつ塞がれても、緊急車両が通行でき、消火活

動などが行えます。 

【幅６ｍ以上の道路の役割・必要性】 

 

 
 

（３）消防活動困難区域がある 

ア 消防水利（消火栓及び防火水槽等）は一定程

度配置されていて、柳原地区内は充足してい

ます。 

イ しかし、消防水利は充足していても幅６ｍ

未満の道路が多いため、消防車が消防水利ま

でたどり着けない恐れがあります。そのため

災害時に有効活用できるとはいえません。 

 
 
 
 
 
 

 

  

① 消防や救助活動の拠点 緊急車両が通行可能で、消火や救助活動がしやすい空間 

② 避難道路 沿道の塀などが倒壊しても、一定の避難空間が確保できる道路 

③ 延焼抑止空間 
沿道建物を不燃化することで、道路空間と合わせて、燃え広がりをくい

止める空間 

 

消防活動困難区域とは？ 

震災時に消防車両の通行不能や消防に使用可能

な水の不足等によって、消防活動が困難と予想され

る区域です。幅６ｍ以上の道路から消防ホースが到

達しない１４０ｍ以遠の領域が該当し、当地区では

左下図のピンク色のエリアとなっています。 

出典：国土地理院の基盤地図情報を加工して作成 
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（４）東京都地域危険度測定調査で危険度が高い地域となっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 建物倒壊危険度と火災危険度を合算し、総合化したもの 

地域危険度とは？ 

地震による危険性を地域危険度として測定し、町

丁目ごとに相対評価によるランク分けをしたもの

となっています。 

火災危険度を見てみると、 

柳原二丁目は「1 位」と 

なっています。 

町丁目名 

建物倒壊危険度 火災危険度 
総合危険度(※） 

(建物倒壊の危険性) (火災の発生による延焼の危険性) 

順位 ランク 順位 ランク 順位 ランク 

柳原一丁目 38 5 32 5 33 5 

柳原二丁目 3 5 1 5 3 5 

   

柳原一丁目、二丁目の地域危険度ＭＡＰ（第９回東京都地域危険度測定調査より作成） 

総合危険度では、 

柳原一丁目は「３３位」、 

柳原二丁目は「３位」と 

いずれも上位となっています。 

当地区における各危険度の順位、ランク（５，１９２町丁目中） 

令和４年９月に東京都より公表された地域危険

度測定調査（第９回）で、柳原一丁目・二丁目とも

に、最も危険度の高いランク５に位置付けられてい

ます(ランク５は今回測定された５,１９２町丁目

の上位８５位までが該当)。 
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３ 課題解決に向けた方針と対策 

（１）柳原地区の将来像と防災まちづくり方針 

令和２、３年度に柳原地区の防災まちづくりの方向性とまちづくりの方針案を検討し、令和４年度に

防災まちづくり方針として、「柳原らしさを活かした、誰もが安心して生活できるまち」と定めました。 

 

    柳原地区の将来像 

    ① 地域資産を継承した柳原らしい（昭和な・レトロな）まち 

    ② 安心して住み続けられる災害に強いまち 

    ③ 多様な世代が暮らす文化的にぎわいのあるまち 

 

柳原地区防災まちづくり方針 

「柳原らしさを活かした、誰もが安心して生活できるまち」 
 
【柳原らしさとは】 

 ① 路地文化や木電気などが醸し出すまち並み 

 ② 町会や商店活動を通じた地域住民のつながり 

 
 
 
 
 
 
 

路地の様子            木電気 

 

（２）今後の対策（柳原らしさを残しつつ災害に強いまちにするために） 

ア 防災街区整備地区計画を定め、防災性の向上と良好な住環境の誘導を図ります。 

イ 密集市街地整備事業を導入し、道路拡幅及び公園･広場の整備を促進します。 

 （ア）必要最低限の道路拡幅 

    道路ネットワークの検討にあたり、６ｍ道路の設置 

間隔、緊急車両通行、歩行者通行、消防水利までのア 

クセス、商店街の雰囲気、区道・私道の別など、様々 

な角度から検討を重ねました。そして、柳原らしさを 

残すため、道路ネットワークの形成に必要となる最低 

限の路線を拡幅対象としました。 

 （イ）安心して生活できる現地再建のための補償制度対象 

    対象の６路線の道路拡幅に協力いただける方が「用 

   地買収費」「建物補償費」を受けられるように事業導 

   入を考えています。受けられる補償は１件１件条件が 

   異なりますので個別に相談・説明いたします。  
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４ 将来像実現のためのハード整備 

（１）道路の整備 

ア 道路幅６ｍへの拡幅整備 

道路ネットワークの形成と消防活動困難区域を解消するため、拡幅する６路線を位置づけ、整備し

ます。 

イ 道路幅４ｍの拡幅整備の促進 

狭あい道路を解消するため、足立区細街路整備計画に定めた「幅４ｍに拡幅すべき路線」の整備協

力を働きかけます。 

ウ 隅切りの整備 

通行のしやすさ、見通しを確保するため、角敷地の隅切りを整備します。 

 

【柳原地区の道路配置計画（案）】 

  

250ｍメッシュ 

※ 第一次避難所は、区立の小中学校、都立高校などが指定されている。 

災害発生時には、避難所近隣の町会・自治会を中心とした避難所運営本部により開設される。 

出典：国土地理院の基盤地図情報を加工して作成 
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（２）公園・広場の整備 

ア 老朽建物の除却や空地の活用に 

よる、防災上有効なオープンスペ 

ースとしての公園等の整備 

   ① 新たなプチテラス等の整備 

   ② 既存公園、児童遊園の拡張 

イ 公園等における防災機能強化 

   ① 広場等の確保 

   ② 一時集合場所としての活用 

   ③ 防災設備の設置 

 耐震性防火貯水槽（消火用水）、 

     マンホールトイレなど 

 

【公園・広場位置図】 

  

※ 図内の緑円は公園等の誘致距離（街区公園で半径 250ｍ、児童遊園で半径 100ｍ）を示しています。 

※ プチテラス整備の例 

 

出典：国土地理院の基盤地図情報を加工して作成 
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５ 防災街区整備地区計画について 

地区計画では、主に以下に関する内容（ルール）を定めます。 

  ① 道路や公園・広場等の都市基盤整備 

  ② 地区特性を活かした適正な土地利用 

  ③ 老朽住宅等の建替え 

これらを定めることで、災害時の避難路の確保及び延焼抑制を担う防火帯の形成を図り、地区の防災

まちづくりの方針である「柳原らしさを活かした、誰もが安心して生活できるまち」の実現を目指しま

す。 

 

 

 

６ 今後のスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

今回の説明会は上記のスケジュールの一番 

左の説明会です。今後も説明会を重ねながら 

まちづくりを推進していきます。 

次回は令和６年１月下旬に地区計画（案）の 

説明会を開催予定です。 
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〈参考 これまでの主な取り組み〉（令和５年１２月現在） 

平成２４年度 町会役員等を対象に意見交換 

まちづくりに関するアンケート調査（全域対象） 

平成２５年度 柳原南町会及び北町会を対象にまちづくり懇談会・ワークショップ 

平成２６年度 柳原南町会及び北町会を対象にまちづくり情報交換会 

アンケート調査 

平成２７年度 柳原南町会及び北町会を対象に路地を活かした柳原の防災を検討 

平成２７年度～ ４町会を対象に柳原のまちづくりを考える情報交換会開催 

令和元年度 柳原防災まちづくり勉強会発足（４町会及び商店会等で会員構成） 

足立区千住仲町地区の事例見学 

第１回 勉強会開催 

かわら版第１号発行 

令和２年度 第２回 勉強会開催 

令和３年度 北区志茂地区の事例見学（道路拡幅、広場整備、地区計画、共同化） 

第３〜５回 勉強会開催 

かわら版第２号発行 

令和４年度 路線５沿道意見交換会 

防災まちづくりに関するアンケート調査（全域対象） 

第６〜８回 勉強会開催 

かわら版第３号発行 

令和５年度 路線１～４、６沿道意見交換会 

千寿桜堤中学校の生徒との意見交換会 

第９・１０回 勉強会開催 

かわら版第４号発行 

 


